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概要
この資料に Cisco Unified Communications Manager (CUCM)ネイティブ コール キューイング 機能を設定する方法を記述されています。
前提条件
要件
次の項目に関する知識があることが推奨されます。
使用するコンポーネント
このドキュメントの情報は、CUCM 11.X 以降のバージョンに基づくものです。
このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されたものです。 このドキュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな(デフォルト)設定で作業を開始しています。 ネットワークが稼働中の場合は、コマンドが及ぼす潜在的な影響を十分に理解しておく必要があります。
背景説明
CUCM に関しては、頻繁にハントするパイロットはハントする メンバーがある特定時に処理できるよりより多くの呼び出しがあります。 CUCM ネイティブ コール キューイング 機能は利用可能になるためにエージェントを待っている間、キューのハントする試験発信者を保持する機能をもたらします。
注: ネイティブ コール キューイング 機能は 100 人までの発信者をハントするパイロット 1人あたりに並べられる割り当てます。
設定
ステップ 1.イメージに示すように、Source ページ メディア リソース > Music on Hold にナビゲート して下さい:
ステップ 2.イメージに示すように新しい可聴周波出典を、作成して下さい:
ステップ 3.イメージに示すように望ましい設定および一定発表 パラメータにマルチキャストを、設定 して下さい:
ステップ 4.イメージに示すように最初の発表を、選択して下さい:
ステップ 5.イメージに示すように定期的な発表を、選択して下さい:
ステップ 6.イメージに示すように定期的な発表 間隔を(デフォルトは 30 秒です)、選択して下さい:
ステップ 7: イメージに示すように発表にロケールを、選択して下さい:
コーリングパーティがキューの間、発信者はそのハントするパイロットのネットワーク MOH 設定に左右される Music on Hold (MOH)相違を得ます。 最初演劇最初の発表へオプションが(Music on Hold 可聴周波 Source ページおよびフィールドはされる最初の発表です)あり、次にパイロットをハントするためにコールを提供します。 コールがエージェントの何れかによって応答されない場合、提供される成功それ repeates 発表(定期的に提供される)および Music on Hold で発信者を(キューで)および保留にします。
第 2 オプションは最初にに提供します試験 Directory Number (DN)をハントするためにコールをあり、コールが応答されなければ、発信者を(キューで)保留にし、成功で最初の発表、繰り返された発表(定期的に提供される)および Music on Hold を提供します。
ステップ 8 設定 ページでは、呼ルーティング > ルート/ハントする > ハントするへのナビゲートはイメージに示すように、実践します:
ステップ 9 ハントする リストはイメージに示すように、定義され、選択する必要があります:
ステップ 10.イメージに示すようにこのハントするパイロットのためのキューイングを、有効に するためにハントするパイロット ページのキュー呼び出しを選択して下さい:
各ハントするパイロットのためのキューの同時発信者の最大数は 1-100 から設定可能です(32) デフォルト
各ハントするパイロットのためのキューの最大待ち時間は 0 - 3600 から設定可能です(900)デフォルト
各ハントするパイロットに関しては、発信者は設定可能な二次宛先にルーティングされるできます:
ステップ 11.イメージに示すように MOH および発表に可聴周波出典を、選択して下さい:
ステップ 12 イメージに示すように calleers および最大キュー 待ち時間の最大数を、設定 して下さい:
ステップ 13 最後に、イメージに示すようにセカンダリ・ルートを、必要であれば設定して下さい:
確認
ステータス ソフトキーを並べて下さい
電話のあらゆるラインで設定されるキュー ステータス オプションがある新しい Phone ボタン テンプレートを設定できます。 イメージに示すように対応した電話の Phone ボタン テンプレートを、加えるために必要となります:
Phone ボタン teamplate が電話に割り当てられれば、イメージに示すように表示できますラインのキュー ステータスを
キュー統計情報はイメージに示すように、表示する:
サービサビリティ カウンター
新しいサービサビリティ カウンターは Cisco ハントするパイロットの下の実時間監視 ツール(RTMT)にモニタ キューイングに追加されます。
トラブルシューティング
現在のところ、この設定に関する特定のトラブルシューティング情報はありません。